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『熊蜂のごとく－遺稿 久保赳自伝－』出版記念会[image: image3.jpg]
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稲場紀久雄氏（本会評議員・大阪経済大学名誉教授）が、久保さんからの絶筆の手紙とその草稿を編纂された「熊蜂のごとく―遺稿 久保赳自伝―」（水道産業新聞社刊）の出版記念会が、12月7日、東京・永田町の星陵会館で開催されました。会場には下水道関係者ら約80名が出席しました。本会評議員の谷口尚弘氏の司会で会は始まり、主催者側を代表して、元建設省下水道部長の玉木勉氏のあいさつの後、「水循環基本法」成立を目指してきた「水制度改革議員連盟」代表の中川秀直氏から、「水循環基本法を成立させることで久保さんの遺志に応えたい」との挨拶がありました。続いて、下水道事業の進展に貢献のあった元衆議院議員田村元氏の秘書、牧野尚氏から久保さんとの思い出が語られました。また、稲場氏から出版の趣旨説明があり、乾杯の後、和やかに歓談の時間がもたれました。会のハイライトは、久保さんが北海道大学在学中に友人と作詞・作曲した「ヘルツェンブラザーズの歌」（久保さん作詞・”心の友”の意）の合唱。事前に練習した実行委員ならびに久保昌子夫人が中心となり歌われました。なお、ピアノ伴奏は、バルトンの曾孫の鳥海幸子さんにお願いして、録音されたものを使いました。そして、昌子夫人からのお礼の言葉を最後に、温かな雰囲気のなかで記念会は終了しました。
· 「熊蜂のごとく―遺稿 久保赳自伝―」（水道産業新聞社刊）四六判、368頁、税込み定価2,730円をご希望の方は、本会事務局までお知らせください。
　　　　　　　　　（酒井　彰記）
目次へ
第5４回定例研究会　報告

『くらしと飲み水』
　平成24年10月21日（日）13時30分から小平市ふれあい下水道館・講座室において、標記の定例研究会が開催された。講師は、元東京都福祉保健局の野田功氏。東京の区部、多摩地区さらには島嶼部における上水道事業及び簡易水道事業について、水道局や衛生局・福祉保健局に在職されていた当時を振り返りつつ具体的に語っていただいた。

　なお、野田講師は、技報堂出版（株）より出版された『みんなで考える　飲み水のはなし』の共同執筆者（アクア研究会）の一人である。

講演の要旨は、以下のとおりである。

1. 8月1日は「水の日」である。水道水は厚生労働省、工業用水は経済産業省、農業用水は農林水産省が所管している。

2. 三園浄水場には工業用水を専門に浄水する系列があり、主として下町の工場へ供給しているが、一部はトイレの水洗水として大規模団地にも送水されている。

3. 家庭での水使用は4人家族で1m3/日で、トイレの水洗用が28％を占めている。
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給水人口が5，000人を超える場合は上水道事業、これ以下の場合は簡易水道事業である。

5. 式根島は、新島（水源は井戸水）からの海底送水管で水道水を確保している。

6. 水道メーターより外側は水道局の管轄、それより内側は私有財産である。
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全国ベースでの水道水源の割合は、河川水：26％、ダム湖水：47％、伏流水：4％、井戸水：20％などである。東京都では利根川・荒川水系が3/4を占める。給水系統間や浄水場間をループ化して相互に融通できるバックアップ体制をとっている。

8. 水質基準（平成15年現在）：健康関連30項目＋生活上支障関連20項目、水質管理目標設定項目：健康関連14項目（農薬類102物質1項目を含む）＋生活上支障関連13項目、要検討項目：48項目。

9. 緩速ろ過：1m2当たり1日4～5m3の緩やかな速さでろ過する方法。砂層の表面や砂層内に生息している微生物の働きで、臭いや有機物が分解される。境浄水場で実施。

急速ろ過：凝集剤を加え（濁りを除去した後）、1 m2当たり1日120～150 m3でろ過する。

10. 利根川水系の金町浄水場などでの異臭味障害を解消するため、高度浄水処理（オゾン処理＋生物活性炭処理）が導入されるようになった。

· オゾン処理：オゾンの強い酸化力で臭いや有機物を分解する。

· 生物活性炭処理：基本的には、微細な細孔を有する活性炭の吸着能力によって臭いや有機物を処理する方法であるが、粒状活性炭の表面に微生物を繁殖させて微生物による浄化能力（有機物やアンモニア性窒素の分解）を加味させ、ひいては活性炭の吸着機能を長持ちさせる効果がある。

11. 　近年、膜ろ過法（精密ろ過、限外ろ過、逆浸透など）が、島嶼部での井戸水の塩水障害対策への適用ばかりでなく、区部や多摩地区における小規模浄水場において注目され8箇所で適用されている。メンテナンス性に優れているためである。砧浄水場の緩速ろ過法は膜ろ過法に変更された。

有機膜としてはポリエチレン、ポリプロピレンなどが、また無機膜にはアルミナ系などがある。膜モジュールの形状にはスパイラル状のもの、中空糸状のものなどがある。細孔径の大きさによって異なるが、細菌やウイルスや分子やイオンをも除去できる。

12. 給水栓における遊離残留塩素を0.1mg/L以上保持していることが、水道法によって定められている。主な塩素剤は、液化塩素、次亜塩素酸ナトリウムである。浄水場から配水されるときの濃度は、0.7～0.8mg/L程度である。

13. 塩素消毒の際、浄水にわずかに含まれているある種の有機物と反応して、トリハロメタンなどの副生成物を生じるおそれがあり、むやみに塩素の注入量を増やすことはできない。

14. 浄水場には毒物検知水槽が設置されており、魚をセンサーとして用いその活動電位を連続的に測定し、毒物混入の有無を監視している。

15. 残留塩素、電気伝導度、濁度などを自動的に計測する「水質計器」が都内131箇所の給水栓に設置されており、テレメータによりそのデータが水質センターに送られている。

16. 「飲み水はペットボトル入りの水！」といった風潮が起こり、ミネラルウォーターの消費量が増加傾向にある。水道事業者としては「蛇口からの水を飲み水に！」といった思いで、貯水タンクをできるだけ経由させずに直接、浄水を蛇口に送水する「直結給水（現在は3階まで）」を実施している。

17. 浄水器の普及も進んできているが、近年は横ばい状態にある。蛇口直結型は手軽ではあるが、浄水器は残留塩素を除去してしまい微生物繁殖の温床となることがあるので、早めの交換に留意すべきである。
文責：地田修一（本会会員）　目次へ
寄稿「バングラデシュでのインターンを通して」
京都大学大学院　地球環境学舎　修士一年　古寺倫也
私は現在、大学院の学外研修カリキュラムの一環として、JADE Bangladesh Khulna Officeにてインターン研修をさせていただいている。期間は2012年10月11日から2013年1月7日の約3ヶ月間である。この度、僭越ながら執筆の機会をいただいたので、Khulna Officeが行っているプロジェクトの背景と現状、今回のインターンの目的、今までの生活を振り返り感じたことを述べさせていただきたい。
  Khulna Officeが取り組んでいる事案は、Khulna市郊外Khalishpur地区の都市スラムを対象としたもので、スラム内にバイオガス反応槽とセプティックタンクを持った共有トイレを作ること、下水環境の整備を行うこと、市民活動のためのコミュニティスペースを作ることなどを盛り込んだ３年掛かりの計画である。2012年12月の時点では、バイオガス反応槽の建設と既存のトイレの壊し作業が進んでいる。直径５m、深さ３mにもなる大きな穴を掘る作業も、コンクリートの壁を壊す作業も、ほとんどすべてが人力のみで行われているので頭が下がる。もちろん順調なことばかりではない。穴を掘っていると、地下水が沸き出してきたり、弱い地盤が崩れてきたり、古くなった排水路から汚水が染み出してきたり、停電で排水ポンプが止まったり。毎日何とか乗り越えながら工事を進めている現状を目の当たりにし、現場作業の困難さを痛感している。
　今回のインターンの目的は、一つが、上記のようにプロジェクトを運営する現場を体験すること。もう一つが、一人の研究者として、このスラムの水衛生環境を調べ、最終的には下痢症など疾病リスクがどの程度あるかを解析することである。具体的には、スラムを歩き回り地図を作り、私有・共有井戸の位置を確認し、基礎的な水質項目を測定した。次は、一人あたりの水使用量や疾病頻度の聞き取り、スラム内への流入水量とスラム外への流出水量から、滞留水量を求めようと考えている。
　地図作りのために家々の隙間を歩いていると、スラムの中にも貧富の差があることが容易に想像できる。ある家は深井戸を持ち、テレビなど家電もあるが、別の家は、吹けば飛ぶような作りの中で家族が身を寄せ合い暮らしている。これはバングラデシュの縮図のようにも映る。自分はKhulna市の中でも一等地にある、大きな４LDKのマンションに暮らしている。駐車場には日本の高級車が並び、各家庭でお抱えの運転手がいるようである。街に出れば、ガラス張りのビルや大きなショーウィンドウもある。しかし、一歩大通りを逸れ、小道に入れば、そこにはスラムがあるのである。急速に発展する中で、時流に乗るものとそうでないものが存在することは仕方ないが、取り残されるものの最低限の暮らしを保障できるか、ホルタルと呼ばれる政治集会が続くこの国ではいささか心配である。
　1980年代に政府によって作られたこのスラムは、特異な背景があり、Khulna市内でも有名である。その背景とは、住民約2500人のうち、およそ80%が、バングラデシュの公用語であるベンガル語ではなく、パキスタンやインド北部で話されるウルドゥー語を母語とすることである。つまり、元は難民である。
　有名なスラムであるが故に、NGOや自治体の援助の手が入っているが、Water Tankの蛇口は付け替える度に盗まれ、共有トイレには便が流されず残り、セプティクタンクはただのゴミ捨て場と化している。スラムだけに限ったことではないが、公共のものを大切にする心が欠如していることは滞在中に何度も痛感した。今回のプロジェクトでも、住民にとって有益なものを援助することになるが、適正な使用なしにはどんな装置も意味を為さないことを理解して貰い、維持管理していくという彼らの自立心と、そのための組織作りが重要であるとつくづく思う。いつかまた訪れたときには、この『スラム』が、少しでも住み良い『集落』になっていることを願う。
　バングラデシュ滞在において、酒井代表をはじめ、高橋邦夫氏、高村哲氏、現地スタッフの皆様には大変お世話になっております。厚く御礼申し上げます。
目次へ
日本での日々
Musleh Uddin Parvez, JADE Bangladesh Office

初めての日本です。目的は、バングラデシュ環境ネットワーク日本支部（BENJ）が主催し、北九州大学で行われた「3rd International Conference on Environmental Aspects of Bangladesh (ICEAB)」で発表するためでした。そして10月13～14日に行われたこのICEABでの発表を無事に終えた後、引き続きJRパスを使って、日本各地を訪問し、貴重な体験をすることができました。これも旅行の準備の段階から多くの方々に助言や有益な情報をいただき、滞在中も多くの方にお世話になったおかげです。その感謝の気持ちをお伝えするため、この旅行記を書かせていただきました。

会議の前日日本に到着し、13～14日はＪＡＤＥの高橋さんとICEABに参加し、発表は14日でした。発表が終わり翌15日に広島を訪問できたことは、私にとって心に残る日となりました。というのは、バングラディッシュでの学生時代、原爆投下の悲劇について学んだ時から、広島を訪れて犠牲者に哀悼の意を表したいと考えていたことが実現し、平和記念公園と原爆資料館も訪れることができたからです。そして私の見た今の広島市は、世界でも最も美しく魅力的な都市であり、原爆投下によって、90%の市域が被災し、8万人が即死し、さらに被ばくにより数万人が犠牲になった都市だとはとうてい思えませんでした。そしてそこには今日も多くの人が訪れ、核兵器廃絶への意思を表していました。

16日は京都大学を訪れ、地球環境学堂・原田英典先生を訪問し、私のために開いていただいた小セミナーに出席することが出来ました。2人の学生の研究発表を聞いた後、ICEABで発表した論文を発表し、尿中のリンを回収する技術であるステラバイトについて意見交換をすることができました。その後、実験室、京大キャンパスを案内され、その日の夕食で初めて、刺身を食べたりして、大変有意義で、新たな経験ができた一日でした。

17日は東京へ向かい、秋葉原駅で迷いながらもホテルへ着き、再びＪＡＤＥの高橋さん、高村さんと会い、午後JICAを訪れ、バングラデシュの活動について報告することができました。報告の後、NGO連携課の澤田さんに促されて、地球広場を見学し、たまたま訪問していた修学旅行で訪れていた若い学生たちに囲まれ、バングラデシュのことなどを話す機会を持ちましたが、バングラデシュを知っていたのは一人だけなのが印象に残りました。

18日は、朝から高村さんと津波被災地の女川を電車と代行バスを乗りついで日帰り訪問です。地震や津波被災地を訪れることはもちろん初めてで、学校も家も道路も破壊され、いまだに大きなビルがひっくり返っている女川の町を見て本当にショックでした。高台の野球場などに仮設住宅が建てられて人々が暮らしていて、子供たちは各地からバスで通学して高台に残った一つの学校で学んでいる様子などを見させていただきました。帰宅のためにバスに向かう子どもたちはみんな元気に「こんにちは」と挨拶をしてくれました。その後、廃墟に建てられた復興プランの表示なども見て、大いに刺激を受けました。

翌19日は、東京を知ろうということでたくさん歩いて両国国技館の相撲博物館から、スカイツリー、浅草へ出て、そこから隅田川クルーズを楽しみました。スカイツリーは634メートルという世界一の高さで、たくさんの人でごった返していました。最新鋭の船「ホタルナ」は隅田川を経て、東京湾に入り、レインボー・ブリッジをくぐり、お台場で下船、ここには、日本テレビのビルや美しい公園があります。しかしこの美しい場所も元はごみの埋め立て地であったと聞き長い時間をへて美しい街に変わったことに感動しました。帰りのモノレールのような電車は、運転手が誰もいない電車で、一番前で東京の街を見ながら帰りました。

20日は、日本で最後の一日です。朝から関東大震災や東京大空襲を記録した両国の震災記念館（ここはたくさんの人が避難してきた後、竜巻のような火でなくなった場所だということでした）で、東京がどんな被害にあって復興してきたかを見てから、古い歴史を学ぶための江戸・東京博物館を訪れ、保坂さん、鈴木さんにも会うことができました。

初めての日本でしたが、間違いなく日本は美しく、日本人は親切でした。
（高村哲・酒井彰訳）
目次へ
本年度設置された2つの委員会の動向

本年度総会で、2つの委員会（両委員会とも稲場紀久雄委員長）のその後の動向をお伝えします。
「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」
11月10日に第3回委員会を開催。下水道博物館に関しては、全国の実態調査案が提示され、その内容を充実させるべく、意見を交換していくとともに、従前行っていた「下水道博物館交流会議」の設置についても検討していくこととしました。

続いて、「出前講座案内」が提案され、講座受入れ候補先への意向調査に向け、修正意見等を稲場委員長に意見を伝えることとしました。修正された「出前講座案内」は、12月8日受入れ候補先となる自治体、企業団体、学校関係、環境NGOへ発送されました。次回は、意向調査の結果を踏まえて行われます。

また、テーマツアー企画開発については、引続きクラブツーリズムと共同で進めています。
「流域総合水循環制度研究委員会」
上記委員会と同じく第3回委員会を11月10日に開催。稲場委員長から水循環基本法案国会上程のための緊急要請活動の報告の後、(1)水循環基本法案のフォローアップ、(2)都市水循環再生論、(3)水循環基本計画・第3章基本的施策の3編の提起がありました。(1)は水道法の見直しを巡る提案であり、次回には稲場委員長から、下水道法に関して改革方針が提示されることとなりました。(2)(3)については、重なり合う部分も多く、発表者ならびに稲場委員長が討議論文を交わすことで、議論を深めることとしました。
（酒井　彰記）
目次へ
『関野氏トイレグッズコレクション展　開催中』

屎尿・下水研究会

　トイレグッズのコレクターとしても有名な、会員の関野勉氏の個人コレクションが、小平市の「ふれあい下水道館」にて展示公開中です。本展示は、例年屎尿・下水研究会が特別講話会として講師を派遣している「ふれあい下水道館」において、小平市制50周年記念の企画の一環として企画されたものです。
期間は9月1日から、来年の2月28日まで、期間中展示品を3回にわたって分けて紹介する構成となっています。トイレに関する書籍を展示した第1回目（9月1日から10月25日）は残念ながら、すでに終了してしまいましたが、その様子は、平成24年10月19日の朝日新聞[多摩版]において3段組みで大きく報道され、反響を呼んでいます。
また、第2回目（11月1日から12月25日）は中国製の木製のおまる、ヨーロッパのおまる、トイレマナーの絵葉書［1904年頃・フランス］、バキュームカーのミニカー、便器型のカレー皿、便器型灰皿など多岐にわたるトイレグッズを現在展示中です。
さらに3回目（1月10日から2月28日）は、関野氏の専門であるトイレットペーパーの展示となります。19世紀のアメリカ製鋳物ケースに納まったトイレットペーパーやイタリア製の「無芯無欠」のトイレットロールなど、他の機会では見る事の出来ない興味深い展示品がラインアップされる予定です。
なお、展示が行われている「ふれあい下水道館」では特別講話会も引き続き3回行われます。1月20日（日）「弁天様と水」栗田彰氏、2月17日（日）「エクアドルの水」福田寛允氏、3月17日（日）「下肥が作った江戸野菜」堀充宏氏です。展示と併せて是非、足をお運びいただければと思います。

「ふれあい下水道館」：西武国分寺線鷹の台駅下車・徒歩8分。電話042―326－7411
※特別講話会詳細はふくりゅう73号をご覧下さい。
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水環境に関するジュニア向けの本
本会会員　地田修一
　小学校4年生の社会科見学や中学生の職場体験あるいは夏休みの自由研究で、多くの小中学生が学校教育の一環として下水処理施設を訪れる。そこで、生徒たちが水環境に関してどんな情報を得ているのかを知るために、私の地元の図書館でジュニア向けの本を調べ、ジュニア層に向けての説明に使えるフレーズを抜書きしてみた。次にその一端を紹介する。

1. 「地球の未来と水２－水を使う、水を流す」
岸上祐子・嶋田泰子、さ・え・ら書房、2007

　排水の処理にはいくつかの方法があります。まず下水道を完備し、下水処理施設によごれた水をあつめて処理する方法です。下水処理施設が完備していないところでは、浄化槽によって処理をします。浄化槽には、トイレからの排水だけを処理する単独浄化槽と、家庭でつかった水を全部いっしょに処理する合併式浄化槽の2種類があります。また、一部にはし尿だけをくみとり、し尿処理場にはこぶ方法があります。

2. 「人間の知恵13－下水のはなし」
藤田千枝、さ・え・ら書房、1984

　きれいな上水道の水をのむためにも、自然界にきれいな水をかえしてやるためにも、わたしたちは、樹木や土や微生物の力をかりなければなりません。下水をきれいにする歴史をみても、薬や機械だけでは、きれいな水はつくれませんでした。人間が排泄したもの、動物のしがい、くさったもの、よごれた水、それを分解しきれいにしてくれるのは、微生物、そして、そのすみかとなる土や水です。自然となかよくしなければ、人間は生きていけないのです。

3. 「新版・環境とリサイクル11－水のリサイクル」
本間正樹・大角修、小峰書店、2003

　ふつうの下水処理施設で処理した水を、さらに高度な方法をもちいて水質を向上させ、利用しているところもあります。まず、ふつうに処理した水に、よごれをまとめるための薬品をまぜ、砂ろ過槽に送ります。水が厚さ約1ｍの砂の層をとおるあいだに、まとめられたよごれがとりのぞかれます。その水をつぎにオゾン反応槽に送り、オゾンのはたらき（酸化力）で消毒し、色やにおいをとりのぞきます。

4. 「岩波ジュニア新書186－東海道　水の旅」
中西準子、岩波書店、1991

　住民運動がすすむ過程で、下水処理場はだんだん臭気が少なくなり、見た目もよくなりました。まず、施設にふたをし、そこからの空気を集めて処理をすることがはじまりました。臭気の原因の一つである工場排水に規制がかけられました。さらに、見た目をよくするために、二階建てのようにして、二階に木を植えて公園にしました。

5. 「トイレのなぞ48」
トイレ協会、草土文化、2001

　ティッシュペーパーは水にとけたりしないように、薬品を入れてつくってあるんだ。だから、便器や下水管を詰まらせるおそれがあるので、トイレで使ってはいけないわけ。

6. 「トイレの大常識」
ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ｺﾛﾝﾌﾞｽ・青木美加子、ポプラ社、2006

　スポーツのあとや、あつい夏の日、そして朝などはオシッコの色が濃くなりやすい。これはからだ全体の水分が減ったためで、何の問題もない。しかし、赤みをおびていたり、白く濁ったりしていたら、からだに何かトラブルがあることが考えられる。また、甘い臭いのオシッコのときは、糖尿病のおそれがあるといわれている。　　　　　　　
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バングラデシュ便り　No. 23
Ｍｏｎｊｕｍの夢
本会運営委員　高橋　邦夫
Monjumの両親は乞食になって金を稼げという、それが金をかせぐ唯一の方法であり家族を支える手立てであるという。しかし“僕は決して乞食にはならない。”と怒りをこめて言った。Monjumは学校を続けることに対して何ら家族の支援が得られないため生家を離れ、母方の叔父の家の、それもほんの雨宿りができる程度の小屋に住み独り勉強を続けている。
Monjumはそれまで村の小学校の3年生（8歳）であった。そして今、叔父の住む町にある身障者学校の新たな1年生である。“僕は今年の4月、叔父さんの家に移りました。僕が家を出たのは、両親が僕が生きる方法は乞食しかないというのに耐えられなかったからです。僕は勉強したいのです。父は僕が身障者（小児麻痺）だから役に立たない、僕が勉強することに関心を持ちません。両親のかせぎはわずかでも僕の勉強を支援する可能性はあると信じています。僕は両親が乞食になれと強要したことに胸が張り裂けそうです。

Monjumには5人の兄弟がいる。長姉はもう嫁いでいる。次姉は小学6年生（11歳）、弟は3年生、妹は1年生、そして乳飲み子である。Monjumの両親はわずかに1エーカー（4050㎡）の耕地を持つ＊。彼らは耕地で作付・収穫する一方で、村内の他の農家の日雇い仕事に携わる。

Monjumの父親は2011年12月、Monjumが3年生の時、学校を止めろと言った。動くことも容易でない身障者である息子にこれ以上教育は必要無いという理由からである。“私は家族を十分に養えない貧しい農民です。その日暮らしをしていることは皆さんにもわかるでしょう。私はMonjumに教育を続けさせることができません。だから息子に、家におり心温かい村人のお情けを受けながら暮らしなさいと言いました。決して乞食になれなどとは言っていません。”Monjumの母親は“息子は我が家にとって負担です。息子はまともにしゃべれないし何の手伝いもできません。息子は教育を望みました、しかし私たちは身障者には必要ないと言いました。”

Monjumの母方の叔父は町のリキシャ引きである。土地は無くリキシャの稼ぎで生計を立てている。“私は今年の4月、甥を引き取り町にある身障者学校に入れました。甥の両親は彼が望む教育を支えることなく乞食になれと強制したのです。Monjumはこころざしに燃えており、高度に教育を受けた社会に役立つ人間になりたいのです。私はできるだけ支援を惜しみません。”さらに叔父の妻は言う。“Monjumは家ではいつも勉強しているようです。時々人生を考えてか独りで泣いているような時もあります。彼は水浴びをするにも、着物を着るにも食事にも手助けが必要です。彼は書けるけれどとても遅い。”

Monjumは今後どれだけ長く叔父の支援が得られるか分からないという。“僕は乞食になるなら死んだ方がましです。僕は夢が現実になるように勉強しています。僕の教育に何がしかの援助をしてくれるようあらためて両親に相談しようと思います。”

彼の学友は次のように言っている。“Monjumは僕の最良の友達の一人です。勉強は良くできるし、授業では積極的です。全ての級友は彼が好きでできるだけ助けようとしています。”

彼のクラスの先生は“Monjumはよくできる生徒でいつもよく準備してくる。彼は貧しい家庭の出身ではあるがいつも笑みを絶やさずクラス全体を明るく包んでいます。”もう一人の先生は“Monjumは人生の大きなゴールと夢を持っている。彼は多くの心温かな人たちの支援を受けながら、厳しくゴールに到達できる努力を怠りません。”

以上は、S. Dilip Roy: A Challenged Dream, The Daily Star, Insight, Sept. 08. 2012. Vol.6, Issue 04をできるだけ忠実に訳したものである。

ここでBARDの創始者たるDr. Akhter Hameed Khanの言葉を引用しよう。BARDの功績・足跡に関しては、すでにこの場をかりて幾多の記述をしており省略する。

 “If you fail in honesty, discipline and sacrifice, you will not only get much, you will soon lose what you have.” In Memory of Akhter Hameed Khan, BARD, Induarial Press, Feb. 2012．

MonjumはKhanの言葉に従えばhonesty, discipline and sacrificeであると思う。また両親はhonestyではあるがdiscipline and sacrifice とは言えないだろう。叔父はMonjum同様今のところ、honesty, discipline and sacrificeであろう。

私はこの国の多くの人々と関ってきた。仕事の同僚、農家の人々、様々な官僚、大学関係者、ホテル従業員などである。体験的に言えば、社会的に高度といわれる階層に属する人々は名誉心、功利功名心が強く、それに応じてこれら要件を持ちえない場面が多い一方で、額に汗して労働にいそしむ人々ほどこれら要件を持ちうるように思われてならない。ワイロと寄生を生理とする社会的に高度な階層がそうであれば、Khanの言葉に従えば、彼らが構成する社会は虚構であり、そして彼ら自身は何の果実を得ることなくやがて消滅することになる。歴史的にみる革命や改革はその如実な実証である。

仕事上の同僚とはもっとも長く密接に関わってきた。当初の彼らは、十分に３要件を満たし、こちらも返って鼓舞を受けたと言ってよい。しかしながら年長になるに従い、次第に３要件を失っていく傾向がみられるのも事実である。高度な教育を受け、かなりの給料をもらいさらに向上の機会はふんだんにあるにも関わらず、要するにあまり勉強はしない。というよりできないと言った方が正確かも知れない。余りにも基礎が理解出来ていないため、わずかな応用でも不能なのである。その結果、次第に虚構の功利に走ることになる。無論のこと例外はあり、だから何とか活動を共にしているのであろう。

各人がそれぞれKhanの言葉のyouに自分をあてはめ自問自答してみたらどうであろうか。私はたまに自問自答してみる。

＊：この国では、仮に4人家族（夫婦と子供二人）の農家が生活を維持していくため必要な耕作面積は3エーカーとのことである。何人かに確認した回答である。勿論教育の機会は保証されるとして。
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 “講話集　トイレヨモヤモバナシ”をホームページに順次掲載　

屎尿・下水研究会
　屎尿・下水研究会では、例会での講話、定例研究会での講演、下水文化研究発表会での口頭発表などからトイレ・屎尿に関する話をピックアップして、月刊誌『都市と廃棄物』（環境産業新聞社）の“トイレヨモヤモバナシ”欄に投稿してきました。初回は2004年5月号です。2012年9月号現在で54回目になります。8年間、よくもまぁ、こんなにトイレ・屎尿に関する話題だけで続いたものかと、幹事としても今さらながら驚いている次第です。

講話者の内訳は、複数回にわたって登場している人もおりますので実数で言いますと、会員が14名、会が依頼した人が3名です。残念ながらすでに鬼籍に入られた方も何人かおられます。

掲載誌が“ゴミ処理関係者”を主な読者層としているため、本会の会員の皆様の目に触れる機会が少ないのではないかと考え、11月より、屎尿・下水研究会のホームページに週1回のペースで順次、転載していくことにしました。12月11日現在次の5編が掲載されています。
· 間取りからみたトイレの位置の変遷（地田修一）

· 都市近郊農村の下肥利用（堀充宏）　　　　　　　　　　　　　　　　

· 農民日記『農民哀史』にみる屎尿の購買・運搬の実態（地田修一）　　　

· 寄生虫予防法と、その汚物掃除法および清掃法との関係（稲村光郎）
· 「町触」にみる江戸の小便所（栗田彰）　　　　　　　　　　　　　　　

屎尿・下水研究会のURLは下記の通りです。
http://sinyoken.sakura.ne.jp/index.htm
日本下水文化研究会のホームページからアクセスすることもできます。ふるって、アクセスしてみてください。

運営委員会から
· 「熊蜂のごとく―遺稿　久保赳自伝―」出版記念会のご案内に同封させていただきましたように、日本下水文化研究会に「久保赳賞記念基金」を設け、久保赳賞を創設し、下水道界の活性化に役立てることに致しました。会員各位におかれましては、久保赳賞創設にご賛同いただき、可能な範囲でご協力のほどお願い申し上げます。
· 昨年度より、研究助成の募集をしておりましたが、今年度もこれまで応募がありません。一方、「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」が用意する「出前講座カリキュラム案内」に対するニーズ調査を行うにあたり、研究助成金を使い送料等に充てたいとの申し出がありました（5ページの記事参照）。本会が社会に向け発信できる情報に対する社会的ニーズを知ることは重要なことと判断し、この要請に応えることとしました。
編集後記
本号でも、日本とバングラデシュの若者からの寄稿を受けました。若い世代にも我々の活動が浸透していくことを願っています。なお、今回は古寺さんからの寄稿もありましたので、〝短信・海外プロジェクトから“はお休みしました。(前回ご報告すべきでしたが、10月からホームページ管理を会員の小松建司さんから高村哲さんに引き継ぎました。高村さんの発案で本会のブログも試行的に始めました（下記URL）。気軽に意見交換などできますので、ふくりゅうの記事へのコメントなどもお寄せいただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　（酒井　彰）
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同書の表紙





「ヘルツェンブラザーズの歌」を合唱する参加者


（写真：水道産業新聞社提供）





野田講師による講演





建設中のバイオガス反応槽





被災した女川の町





JICAで、学生たちと交流





第1回展示（書籍）





第2回展示（さまざまなトイレグッズ）
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